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地
震
に
対
す
る
住
宅
の
安
全
性
の
向

上
の
た
め
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
の

費
用
を
一
部
補
助
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
木
造
住
宅

■

町
内
で
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前

に
着
工
さ
れ
た
一
戸
建
て
の
住
宅
（
伝

統
構
法
、
枠
組
壁
工
法
、
丸
太
組
工

法
、
大
臣
な
ど
の
特
別
な
認
定
を
得

た
工
法
の
も
の
は
対
象
外
）

■

階
数
が
２
階
以
下
で
、
延
べ
面
積

が
５
０
０
�
以
下
の
も
の

■

専
用
住
宅
（
共
同
住
宅
、
長
屋
住

宅
は
対
象
外
）

■

併
用
住
宅
で
住
宅
以
外
の
用
に
供

す
る
部
分
の
床
面
積
が
過
半
で
な
い

も
の

対
象
と
な
る
耐
震
診
断

「
愛
媛
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
務

所
」
の
登
録
を
受
け
た
建
築
士
事
務
所

が
、「
愛
媛
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
耐
震
診

断補
助
対
象
者

対
象
住
宅
の
所
有
者

補
助
金
の
額

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
か

つ
、
限
度
額
２
万
円
ま
で

受
付
戸
数

３
戸
（
応
募
多
数
の
場
合
は
受
付
先

着
順
）

受
付
期
間

９
月
１０
日（
木
）〜
１１
月
３０
日（
月
）

※

補
助
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に

ま
ち
づ
く
り
課
窓
口
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
に
は
住
宅
の
建
築

年
度
や
構
造
が
わ
か
る
資
料
（
建
築

確
認
通
知
書
の
写
し
、
建
築
物
の
全

部
事
項
証
明
書
な
ど
）
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
申
請

時
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

問

ま
ち
づ
く
り
課
計
画
建
築
係
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耐
震
診
断
の
費
用
を
補
助
し
ま
す

９月１０日は「下水道の日」 ������
�	
����
周辺の皆さんにはご迷惑をお
かけしますが、ご理解とご協力
をお願いします。

工事名
汚水北黒田美居地区管渠工事
期 間
平成２１年９月上旬～

平成２２年１月

問 上下水道課下水道工務係
�９８５－４２３１

「下水道の日」は、下水道を全国的
に普及するため、昭和３６年に「全国下
水道促進デー」を定めたのが始まりで
す。その後、より親しみやすい名称と
して「下水道の日」となりました。
下水道の歴史は、弥生時代までさか
のぼることができますが、本格的な下
水道の整備は、明治時代に大都市で始
まりました。
松前町の下水道は、平成１４年度から
供用を開始し、現在、筒井・浜・南黒
田・北黒田・西古泉の一部地区で利用
されています。
今後も、下水道の整備を進めていき
ますので、ご理解とご協力をお願いし
ます。

問 上下水道課下水道業務係
�９８５－４１２６

住宅周辺の生活環境が良
くなります。

便所がすべて水洗便所に
変わります。

海や川や水路がきれいに
なります。
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